
 

 

 

 

平成 26年度 

施策評価の結果 

【Ⅲ 都市生活基盤分野】 

 

 

 

 

 

 

 

 

江 南 市 

 

 

資料３－３ 



●シートの見方

施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅳ　教育分野】

　【担う柱：3　生涯を通して能力を伸ばし、活かせる機会づくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

％

人

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

↑ ↑ → →

成果の
方向性

投入資源の方向性

今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化
改革
改善

屋内施設は、引き続き既存施設の整備を図り、安心・安全な施設運営を行う。
また、新体育館建設に向けて基本設計に基づき、実施設計を行う。
屋外施設は、公園敷地内に多く点在するため、まちづくり課とも連携・協力しながら整備
を進めていく。
コミュニティ・スポーツ祭については、多くの人に参加していただけるように種目やPR方法
などの改善を図る。

★

屋外のスポーツ施設の稼働率 ＊
29.7
(H18)

36.3 42.7

(117.6%)

コミュニティ・スポーツ祭の参加者数 ＊
5,289
(H18)

7,000 6,439

(92.0%)

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値
達成状況
(達成率)

屋内のスポーツ施設の稼働率 ＊
84.1
(H18)

90.0 88.4

(98.2%)

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

138,474 17,370 971 19,163 175,978

施策名 スポーツレクリエーションの充実 担当部・課
教育部
生涯学習課

目指す目的・成果 市民が身近にスポーツを楽しみ、なれ親しんでいる

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない

江南市戦略計画に基づく成

果 

体系における  

 分野名 施策の 

 名称 

 担当部・課名 

達成率の計算方法 

【目標値が上昇していく指標】 

  実績値÷目標値×100％ 

【目標値が減少していく指標】 

  目標値÷実績値×100％ 
  ※ 目標値が矢印（↑・↓）の指標 は、 

    基準値で算出しています。 

施策の投入コストを 

 フルコスト（事業費、 

 減価償却費、 公 

 債費、人件費） 

成果の状況について 

 平成26年度の 

 目標値 

 実績値 

 達成状況 

 達成率 

施策の方針について 
 成果の方向性 

 投入資源の方向

性 

 施策展開の方針

今後、重点化する施
策・ 
改革改善が必要な施策 
には、★マークを表示し 

評価実施年度（平成27年度）から次年

度（平成28年度）に向けての成果と資源

投入の方向性を矢印で表しています。 

【成果の方向性】 

施策の成果を増大させる   ↑ 

施策の成果を現状維持する  → 

施策の成果を縮小する        ↓ 

【資源投入の方向性】 

資源投入を増大させる     ↑ 

資源投入を現状維持する    → 

資源投入を縮小する      ↓ 
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投入コストについて

評価結果について

今後の方向性について

投入資源 ↑：増大　　　→：現状維持　　　↓：縮小　

重点化 ●：重点化する　

改革改善  ●：改革改善する

有効性（施策への貢献度） A：非常に有効　　　　B：ある程度有効　　　　C：有効でない

方向性（今後の事業展開） 継続　　　　休止　　　　廃止・中止　　　　完了

成果 ↑：増大　　　→：現状維持　　　↓：縮小　

ニーズ ↑：増大　  →：現状維持　  ↓：縮小　

達成度
（事業の活動量やサービス
量の実施状況から判定）

Ａ：大幅に達成している（目標を上回る成果があがっている）
Ｂ：達成している（概ね目標どおり達成している）
Ｃ：達成していない（目標を下回る成果しかあがっていない）

効率性
Ａ：高い（改善の余地はほとんどない）
Ｂ：普通（改善の余地は少ない）
Ｃ：低い（改善の余地は大きい）

減価償却費
江南市が所有する建物等の償却資産を、定額法に基づき減価償却し、各事業
ごとの人工により按分して算出しています。

公債費
市が借り入れた地方債の償還利子のうち、特定地方債についてはその目的に
対応した事務事業に割り振り、特定目的でない地方債については各事務事業の
一般財源の額を基準として全ての事務事業に振り分けて算出しています。

人件費
各事務事業にかかる「人工」に職員の平均給与と退職給与引当金繰入を乗じ
て算出しています。

5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与

必要性
ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果

投入
資源

重点化
改革
改善

1 261 632 2 829 1,724 有り → B B A 継続 → →

2 9,581 632 78 1,172 11,463 有り → B A A 継続 → →

3 3,124 1,264 23 1,742 6,153 有り → A A A 継続 → →

4 340 421 3 539 1,303 有り → B A A 継続 → →

5 ■ 2,585 1,686 14 2,198 6,483 有り → B A A 継続 → →

6 1,767 1,686 14 2,789 6,256 有り → A A A 継続 → →

7 4,999 1,686 41 2,198 8,924 有り → A A A 継続 → →

8 86,529 2,198 580 1,618 90,925 有り → B A A 継続 → →

9 0 4,215 0 1,917 6,132 有り → B A A 継続 → →

10 8,937 843 51 692 10,523 有り → B A A 継続 → →

11 ■ 20,351 2,107 165 3,469 26,092 有り ↑ B A A 継続 ↑ ↑ ●

体育施設等維持管理事業

体育施設等管理運営事業

学校体育施設開放事業

新体育館建設事業

各種スポーツ大会開催事
業

江南市民駅伝競走大会開
催事業

スポーツ大会等選手派遣
補助事業

四市交流事業

体育振興事業

スポーツ推進委員事業

スポーツ教室開催事業

事務事業

掲
載
事
業

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

全ての事務事業の 
 投入コスト 

 評価結果 

 今後の方向性 

  を記載しています。 

平成27度から平成 

28年度に向けた方向

性を示しています。 
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施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：1　秩序と賑わいのある快適なまちづくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ → →

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

都市計画道路の整備事業を進めていくにあたり、厳しい財政状況のなか、効率的
な事業推進を図るため、地権者へ事業の必要性について理解を求めながら、粘
り強く交渉を継続していく。

★

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値 達成状況
(達成率)

都市計画道路の整備率 ＊
64.5
(H18)

66.8 66.9
(100.1%)

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

193,148 2,079 449 49,277 244,953

施策名 秩序ある都市計画の推進 担当部・課
都市整備部
まちづくり課

目指す目的・成果 適正な都市計画により、秩序があり美しく、快適なまちづくりが行われている

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 974 12 8 382 1,376 有り → A A A 継続 → ↑

2 1,670 35 14 1,047 2,766 有り → A A A 継続 → ↑

3 139 66 1 2,238 2,444 有り → B A A 継続 → ↑

4 0 114 0 3,051 3,165 有り → B A A 継続 → →

5 0 23 0 645 668 有り → B A A 継続 → →

6 0 83 0 2,418 2,501 有り → A A A 継続 → →

7 0 77 0 2,428 2,505 有り → B A A 継続 → →

8 248 23 1 647 919 有り → B A A 継続 → →

9 3,221 50 20 1,480 4,771 有り → B A A 継続 → →

10 4,108 37 33 1,231 5,409 有り → B A A 継続 → →

11 ■ 129,839 127 97 1,914 131,977 有り → B A A 継続 → → ●

12 ■ 50,635 312 257 4,581 55,785 有り → C A A 休止 → →

13 0 77 0 1,126 1,203 有り → B A A 継続 → →

14 10 404 0 14,732 15,146 有り → B A A 継続 → →

15 1,285 78 10 2,984 4,357 有り → B A A 継続 → →

16 870 18 7 636 1,531 有り → B A A 継続 → →

17 0 108 0 1,536 1,644 有り → B A A 継続 → →

18 0 46 0 656 702 有り → B A A 継続 → →

19 0 35 0 485 520 有り → B A A 継続 → →

20 67 158 1 2,293 2,519 有り → B A A 継続 → →

21 82 196 0 2,767 3,045 有り → B A A 継続 → →

まちづくり推進事業

屋外広告物管理事業

用地取得事業

街路整備促進事業

街路管理事業

受託工事管理事業

都市施設管理事業

都市景観調査事業

都市計画促進事業

江南駅前管理運営事業

企画調整事業

都市計画道路整備事業
（布袋本町通線）

都市計画道路整備事業
（江南通北線）

都市計画道路調査事業

都市計画基礎調査事業

都市計画審議会運営事
業

建築確認等窓口事業

土地動向調査事業

生産緑地指定管理事業

都市計画決定変更事業

事務事業

掲
載
事
業

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

都市計画基本図整備事
業
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施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：1　秩序と賑わいのある快適なまちづくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

人

台

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ ↑ → ↑

江南駅前広場を通過する車両の台数 ＊
8,800
(H17)

5,000 － ―

江南駅・布袋駅の１日乗降客数 ＊
33,800
(H17)

34,300 33,900

(98.8%)

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

地元商店街等の団体、地元住民と調査研究を行いながら、駅前周辺の交通混
雑の緩和及びバリアフリー化により、駅周辺の利便性や街の活性化につながる施
策を展開していく。
布袋地区において、新しいまちづくり体制の組織化及び魅力あるまちづくりを目的
とする地元住民による自主的なまちづくり活動を支援していく。

★

達成状況
(達成率)

駅前や市街地が整備され、人々が集い賑わっ
ていると感じる市民の割合 ＊

8.8
(H18)

17.0 － ―

456,522 575 6,036 21,580 484,713

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

目指す目的・成果 魅力的で快適な市街地が整備され、多くの市民で賑わっている

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

施策名 中心市街地の基盤整備 担当部・課
都市整備部
まちづくり課

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 0 116 0 1,618 1,734 有り → B A A 継続 → → ●

2 ■ 19,305 220 2,731 3,084 25,340 有り → B A A 完了 ↓ ↓

3 ■ 12,312 42 81 3,195 15,630 有り ↑ A A A 継続 → →

4 ■ 424,753 183 3,222 12,719 440,877 有り ↑ B B A 継続 ↑ ↑ ●

5 87 13 1 891 992 有り → B A A 継続 → →

6 65 1 1 73 140 有り → B A A 継続 → →

江南駅バリアフリー化対策
事業

布袋地区まちづくり支援事
業

布袋駅付近鉄道高架化
整備事業

布袋駅付近鉄道高架化
計画調整事業

布袋駅付近鉄道高架化
用地管理事業

交通結節点整備事業

事務事業

掲
載
事
業

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性
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施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：1　秩序と賑わいのある快適なまちづくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ ↓ → →

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

職員のスキルアップや情報収集を行い、事業の早期完了をめざし、換地処分に
係る事務手続きの準備を進めるとともに、積極的に情報提供を行うことで関係者
の協力を得ていく。

達成状況
(達成率)

土地区画整理事業の進捗率 ＊
85.4
(H21)

93.3 96.4
(103.3%)

18,100 179 20,685 12,079 51,043

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

担当部・課
都市整備部
まちづくり課

目指す目的・成果 土地区画整理事業などが行われ、快適な住環境で生活を送っている

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

施策名 区画整理事業の促進

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 

－ 7 －



5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 47 8 0 546 601 有り → B A A 継続 → →

2 2,592 90 21 6,048 8,751 有り → B A A 継続 → →

3 1,534 8 12 570 2,124 有り → B A A 継続 → →

4 ■ 1,375 8 11 539 1,933 有り → B A A 継続 → →

5 892 1 7 54 954 有り → B A A 継続 → →

6 ■ 10,433 48 85 3,237 13,803 有り → B A A 継続 → →

7 842 8 20,546 539 21,935 有り → B A A 継続 ↓ ↓

8 385 8 3 546 942 有り → B A A 継続 → →市有地・管理地管理事業

計画策定事業

区画整理運営事業

道路・排水路等整備事業

事務所管理事業

仮換地測量事業

物件移転等補償事業

事務事業

掲
載
事
業

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

審議会等運営事業
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施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：2　人にやさしいみちづくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

人

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ → → →

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

広報こうなん、市ホームページで、アダプト制度の紹介を行い、アダプトプログラム
の登録者数の増員を図っていく。

達成状況
(達成率)

市道のアダプト制度の登録者数 ＊
175

(H18)
710 530

(74.6%)

868 200 21,652 47,282

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

施策名 適正な道路等の財産管理 担当部・課
都市整備部
土木課

目指す目的・成果 道路などの財産が適切に管理され、快適に利用している

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

24,562

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 0 48 0 1,618 1,666 有り → B A A 継続 → →

2 610 192 5 2,995 3,802 有り → B B A 継続 → →

3 0 61 0 2,095 2,156 有り → B B A 継続 → →

4 17,064 48 139 1,618 18,869 有り → B B A 継続 → →

5 0 32 0 1,078 1,110 有り → B A A 継続 → →

6 0 32 0 1,078 1,110 有り → B A A 継続 → →

7 1,229 192 10 3,003 4,434 有り → B A A 継続 → →

8 5,380 64 44 2,157 7,645 有り → B A A 継続 → →

9 0 32 0 1,078 1,110 有り → B A A 継続 → →

10 0 46 0 1,564 1,610 有り → B A A 継続 → →

11 0 16 0 539 555 有り → B A A 継続 → →

12 0 16 0 539 555 有り → B A B 継続 → →

13 279 89 2 2,290 2,660 有り → B A A 継続 → →

企画調整事務

承認工事に関する事業

車両制限証明事業

特殊車両通行許可事業

アダプト・プログラム事業

不法投棄物撤去事業

市道との境界確定に関す
る事務

道路・河川占用・公共用
物使用許可事業

道路台帳整備事業

法定外公共物管理事業

道路施設移管事業

未登記物件整理事業

事務事業

掲
載
事
業

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

市道認定関係事業

－ 10 －



施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：2　人にやさしいみちづくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

％

基

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

↓ ↓ → →

道路案内標識設置数 ＊

主要市道の歩道整備率については、道路新設改良事業を実施することにより、
整備率が向上していく。また、舗装整備率及び道路案内標識設置数について
は、道路側溝・舗装工事等事業により計画的に増やしていく。

55
(H18)

90 85
(94.4%)

★

舗装整備率 ＊
89.1
(H18)

93.0 92.6

(99.6%)

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値 達成状況
(達成率)

主要市道の歩道整備率 ＊
65.1
(H18)

72.0 68.3

(94.9%)

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

665,071 235,533 21,107 45,379 967,090

施策名
道路、橋りょう並びに、生活排水の整備及び維
持管理

担当部・課
都市整備部
土木課

目指す目的・成果 道路、橋りょう、排水施設が整備され、円滑な通行が確保されている

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 

－ 11 －



5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 398 16 3 539 956 有り → B A A 継続 → →

2 ■ 46,349 48 199 2,217 48,813 有り → B A A 完了 → →

3 ■ 57,554 34,898 165 2,073 94,690 有り → B A A 継続 ↓ ↓ ●

4 ■ 50,788 32 196 1,086 52,102 有り → B A A 継続 ↓ ↓ ●

5 ■ 8,382 32 3 1,116 9,533 有り → B A A 完了 → →

6 ■ 22,457 16 183 967 23,623 有り → B A A 完了 ↓ ↓

7 ■ 26,179 54 105 2,193 28,531 有り ↑ B A A 継続 ↑ ↑ ●

8 154,327 200,003 17,825 18,199 390,354 有り → B A A 継続 → →

9 ■ 295,317 322 2,401 12,013 310,053 有り → B A A 継続 → →

10 0 16 0 667 683 有り → B A A 継続 → →

11 680 32 6 1,506 2,224 有り → B A A 継続 → →

12 2,640 24 21 1,027 3,712 有り → B A A 継続 → →

13 0 24 0 1,023 1,047 有り → B A A 継続 → →

14 0 16 0 753 769 有り → B A A 完了 → →

用地取得事業

県用地取得支援事業

道路ストック管理事業

道路維持管理事業

道路側溝・舗装工事等事
業

災害復旧事業

道路拡幅事業

道路隅切事業

道路新設改良事業（市道
江南小牧線）

橋りょう長寿命化事業

主要市道改築事業

宮田導水路周辺整備事
業

江南13号踏切拡幅改良
事業

道路新設改良事業

事務事業

掲
載
事
業

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

－ 12 －



施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：3　花と緑あふれる公園づくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

㎡

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ → →

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

残された土地を有効に活用しながら、江南市緑の基本計画に沿った整備を行
う。
フラワーパーク江南のⅡ期エリアの早期開園に向けて継続して国に働きかける。

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値 達成状況
(達成率)

市民一人当たりの都市公園面積 ＊
2.52
(H18)

5.00 3.77
(75.4%)

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

57,396 870 407 3,565 62,238

施策名 都市公園等の整備推進 担当部・課
都市整備部
まちづくり課

目指す目的・成果
都市公園等が整備され、日ごろから公園に歩いて行き、うるおいのある生活をし
ている

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 2,042 0 17 0 2,059 有り → B A A 継続 → →

2 ■ 20,920 0 110 39 21,069 有り → B A A 継続 → →

3 409 870 3 3,424 4,706 有り → B A A 継続 → →

4 ■ 34,025 0 277 102 34,404 有り → B A A 継続 → →

尾北自然歩道改修事業

木曽川上流域整備促進
事業

都市公園長寿命化事業

事務事業

掲
載
事
業

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

遊歩道・サイクリングロード
整備事業

－ 14 －



施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：3　花と緑あふれる公園づくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

箇
所

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ → → →

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

シンボルツリー配付事業や都市緑化推進事業について、ＰＲに努め、申請件数の
増加を図る。
江南花卉園芸公園イベント実行委員会への補助金交付は、イベントで年々入園
者数が増加することで、花卉公園を通して緑化への関心が深まるとともに、公園
の区域拡大を促進することができるため、継続していく。

達成状況
(達成率)

花いっぱい運動実施箇所数 ＊
25

(H18)
33 34

(103.0%)

11,534 1,786 346 6,886 20,552

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

都市整備部
まちづくり課

目指す目的・成果 都市緑化が推進され、うるおいとゆとりのある生活を送っている

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

施策名 計画的な緑化の推進 担当部・課

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 ■ 9,534 1,404 330 5,110 16,378 有り → B A A 継続 → →

2 2,000 382 16 1,776 4,174 有り → B A A 継続 → →
江南花卉園芸公園イベン
ト実行委員会補助金交付
事業

事務事業

掲
載
事
業

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

緑化推進事業
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施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：3　花と緑あふれる公園づくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

箇
所

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ → → →

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

新規の公園等について、地元管理に係る協議を行っていくとともに、既存の市管
理の公園等について、地元の意向を確認しながら管理委託を進めていく。

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値 達成状況
(達成率)

地域で管理されている公園緑地などの数 ＊
28

(H18)
34 35

(102.9%)

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

92,356 5,006 8,406 16,353 122,121

施策名 適正な公園・緑地などの維持管理 担当部・課
都市整備部
まちづくり課

目指す目的・成果 地域で維持管理される公園・緑地等が増え、適切に利用されている

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 ■ 92,007 4,991 8,403 16,299 121,700 有り → B A A 継続 → →

2 349 15 3 54 421 有り → B A A 継続 → →水質汚濁環境監視事業

事務事業

掲
載
事
業

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

公園等維持管理事業

－ 18 －



施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：4　公共下水道の普及促進】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

％

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

↑ ↓ ↑

施策名 下水道事業の促進

基準値 目標値 実績値

959,061

下水道使用料の収納率（現年度） ＊
98.9
(H18)

↑ 99.5

担当部・課
水道部
下水道課

目指す目的・成果
下水道使用料、受益者負担金の収納率が向上し、健全で安定した下水道事業
が運営されている

事業費

指標名　（＊は基本計画掲載指標）

減価
償却費

公債費 人件費 計

987,464

(100.6%)

達成状況
(達成率)

0 6,157 22,246

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

受益者負担金の収納率（現年度） ＊
(100.5%)

成果の
方向性

98.8
(H18)

↑ 99.3

コンビニ収納により、納付者の利便性を高めながら納期内納付を推進し収納率の
向上を図るとともに、受益者負担金の収納率を向上させるために、供用開始説
明会や市民まつり等イベントの折に受益者負担金に対する理解を求めるよう努力
する。

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 ■ 13,215 0 0 3,459 16,674 有り ↑ B B B 継続 ↑ →

2 7,413 0 56 6,330 13,799 有り → A A B 継続 → ↓

3 347 0 3 3,343 3,693 有り ↑ A A A 継続 → ↓

4 663,370 0 5,262 7,180 675,812 有り ↑ B A A 継続 → ↑

5 274,716 0 836 1,934 277,486 有り → B A A 継続 ↑ ↓

下水道使用料賦課徴収
事業

掲
載
事
業

今後の方向性

受益者負担金賦課徴収
事業

下水道啓発事業

下水道経営事業

五条川右岸流域下水道
事業

事務事業

投入コスト（千円） 評価結果

－ 20 －



施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：4　公共下水道の普及促進】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

％

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

↑ ↑ →

施策名 下水道管きょの建設・維持管理及び普及促進 担当部・課
水道部
下水道課

目指す目的・成果 下水道が整備され、生活環境が向上している

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

840,804 331,240 332 27,841 1,200,217

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値 達成状況
(達成率)

市街化区域内の整備率 ＊
39.8
(H19)

56.6 56.5

(99.8%)

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

早期の普及率増大のため下水道の面整備を重点的に進め、費用対効果の高い
事業を進めていく。
未接続宅の早期接続を促すため、供用開始後の訪問を早期に実施していく。

★

供用開始区域内の接続率 ＊
67.3
(H18)

85.0 86.0
(101.2%)

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 16,768 0 136 3,379 20,283 有り ↑ B A A 継続 ↑ ↑

2 29,700 0 0 1,292 30,992 有り ↑ C A A 継続 ↑ ↓

3 122,290 0 0 827 123,117 有り → B A A 継続 ↑ ↑

4 ■ 643,345 0 95 13,325 656,765 有り ↑ B A A 継続 ↑ ↓ ●

5 1,502 331,240 0 1,023 333,765 有り → B A A 継続 → ↑

6 23,241 0 100 5,771 29,112 有り ↑ A A A 継続 → ↑

7 3,483 0 1 809 4,293 有り → B A A 継続 → ↑

8 0 0 0 108 108 有り → B A A 継続 → →

9 0 0 0 762 762 有り → B A A 継続 → →

10 475 0 0 545 1,020 有り → A A A 継続 → →

排水設備指定工事店関
連事業

占用及び物件設置許可
事業

事務事業

掲
載
事
業

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

下水道台帳整備事業

水質検査委託等関連事
業

下水道事業計画策定事
業

実施設計測量委託事業

公共補償事業

管きょ布設事業

下水道施設維持管理事
業

排水設備関連事業

－ 22 －



施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：5　浸水被害のないまちづくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

件

基

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

↑ → → →

雨水浸透桝設置数
115

(H21)
115 13

(11.3%)

雨水貯留浸透施設設置費補助金申請件数
＊

52
(H22)

200 166

(83.0%)

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

雨水貯留浸透施設の設置について、今まで以上のPR活動を行い、より一層設置
してもらえるよう努めていく。また第３次江南市総合治水計画に基づき公共施設
における雨水貯留施設の建設を進めていく。平成26年度で北部中学校への雨
水貯留施設建設が完成した。今後は次の候補地となる公共施設及び関係機関
と協議を進めていく。

★

達成状況
(達成率)

準用河川般若川改修率 ＊
86.0
(H18)

100.0 92.0

(92.0%)

229,015 34,661 6,577 14,738 284,991

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

目指す目的・成果 河川等の改修整備と雨水抑制機能が強化され、浸水被害が軽減している

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

施策名 河川の改修整備と雨水抑制機能の強化 担当部・課
都市整備部
土木課

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 

－ 23 －



5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 ■ 148,505 108 361 2,866 151,840 有り ↑ B A A 継続 ↑ → ●

2 5,675 34,194 2,031 2,704 44,604 有り ↑ B A A 継続 → →

3 61,792 157 4,105 4,043 70,097 有り → B A A 継続 → →

4 ■ 12,482 112 75 2,878 15,547 有り ↑ B A A 継続 ↑ → ●

5 561 90 5 2,247 2,903 有り → B A A 継続 → →

雨水貯留施設維持管理
事業

河川維持管理事業

雨水抑制事業

総合治水対策事業

雨水貯留施設整備事業

事務事業

掲
載
事
業

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性
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施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：6　安心・安全な住環境の確保】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

件

％

棟

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ → → →

耐震診断の診断実施済棟数 ＊
798

(H18)
3,250 2,486

(76.5%)

民間での建築確認割合 ＊
84.4
(H18)

94.0 97.5

(103.7%)

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

開発許可や建築許可については、法令・許可基準に照らし合わせ適切に指導し
ていく。また、既存コミュニティの維持や、定住人口の確保及び地域の活性化を
図るために、江南市都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関する条例
に基づき事務を遂行していく。
民間での建築確認件数の割合は、近年はほぼ横ばいとなっているが、建築基準
法に規定する限定特定行政庁として、法令に基づき、民間組織への適正な指導
を引き続き行っていく。
耐震診断の診断実施済棟数については、年度別の実施棟数は減っているもの
の、概ね目標値を達成している。今後は、従来から行っている情報提供、啓発、
普及活動に加えて、区域や対象者を限定した直接訪問によるPR等の新たな手
法を検討する。

達成状況
(達成率)

開発許可や建築許可に対する指導件数 ＊
265

(H18)
260 190

(136.8%)

12,235 607 24 22,053 34,919

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

担当部・課
都市整備部
建築課

目指す目的・成果
建築指導及び開発指導の民間組織との協働での取り組みは、安心・安全への住
民意識を高揚させている

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

施策名
適切な開発許可と建築指導及び、木造住宅耐
震化の促進

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 722 80 0 2,702 3,504 有り → B A A 継続 → →

2 0 16 0 539 555 有り → B A A 継続 → →

3 0 16 0 539 555 有り → B A A 継続 → →

4 0 16 0 539 555 有り → B A A 継続 → →

5 0 16 0 539 555 有り → B A A 継続 → →

6 ■ 1,796 80 4 2,700 4,580 有り → C A A 継続 → →

7 ■ 9,600 48 20 1,618 11,286 有り → B A A 継続 → →

8 12 32 0 1,275 1,319 有り → B A A 継続 → →

9 105 239 0 9,231 9,575 有り → B A A 継続 → →

10 0 64 0 2,371 2,435 有り → B A A 継続 → →

耐震改修促進計画事業

開発行為指導事業

宅地開発指導事業

建築確認等受付事業

道路位置指定事業

建築審議会事業

建設リサイクル審査事業

民間木造住宅耐震診断
事業

民間木造住宅耐震補強
事業

建築確認審査等事業

事務事業

掲
載
事
業

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性
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施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：6　安心・安全な住環境の確保】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

戸

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ → → →

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

市営住宅の長寿命化事業としては、計画に基づき外壁等の改修を定期的に行う
こととし、必要な設備改修などについても退去時に行うよう実施していく。また、入
居者に対して共同住宅における注意事項についても自治会と連携して周知を
図っていく。

達成状況
(達成率)

適切に整備・維持管理がなされている市営住
宅の住宅戸数 ＊

153
(H18)

153 153
(100.0%)

36,776 31,706 8,196 25,151 101,829

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

都市整備部
建築課

目指す目的・成果
市営住宅は、住民による施設運営への参加により、安心・安全な生活
環境が確保されている

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

施策名
市営住宅整備・維持管理、及び市有建築物の
整備

担当部・課

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 9,730 1,626 8,059 1,078 20,493 有り → B A A 継続 → →

2 ■ 26,622 813 134 753 28,322 有り → B A A 継続 → →

3 37 4,878 0 3,862 8,777 有り → B A A 継続 → →

4 0 813 0 539 1,352 有り → B A A 継続 → →

5 387 22,763 3 18,380 41,533 有り → B A A 継続 → →

6 0 813 0 539 1,352 有り → A A A 継続 → →

市営住宅長寿命化事業

住宅賃貸事務

公営住宅供給事務

市有建築物建設・改修・
修繕等の設計及び工事の
監督業務

市有建築物事故・故障対
応事務

事務事業

掲
載
事
業

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

住宅維持・管理事務
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施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：7　健全な水道事業経営と安全な水の安定供給】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

％

％

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ → → →

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

水道普及率 ＊
88.8
(H18)

89.2 93.5
(104.8%)

98.4
(H18)

↑ 99.5

(101.1%)

総収支比率 ＊
109.7
(H18)

106.2 108.4

(102.1%)

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

改革
改善

今後一層の口座振替の利用促進に努めるとともに、コンビニ収納の利便性を活
かし、早期収納を図る。
節水型社会への移行に伴う有収水量の減少、施設の更新に向けた財源の確
保、サービス水準の向上などさまざまな課題を抱えているなか、今後、安定的・
効率的な事業を継続していくため、適正な定員管理や積極的な情報開示ととも
に、的確な需要予測に基づく計画性・透明性の高い企業経営を推進する。

達成状況
(達成率)

水道料金の収納率（現年度） ＊

公債費 人件費 計

707,839 0 4 19,127 726,970

事業費
減価

償却費

施策名 水道事業の健全な経営 担当部・課
水道部
水道課

目指す目的・成果 水道事業が適正に運営され、健全な経営が行われている

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 623,126 0 0 6,183 629,309 有り → B A A 継続 → →

2 2,578 0 0 270 2,848 有り → B A A 継続 → →

3 828 0 0 1,373 2,201 有り → B A A 継続 → →

4 542 0 4 2,910 3,456 有り ↓ B A A 完了 → →

5 10,901 0 0 6,135 17,036 有り → B A A 継続 → →

6 69,864 0 0 1,887 71,751 有り → B A A 継続 → →

7 0 0 0 369 369 有り → B A A 継続 → →

情報公開事業

水道料金賦課等事業

金融機関管理事業

簡易水道事業

水道料金等取扱業務委
託事業

企業会計管理事業

事務事業

掲
載
事
業

投入コスト（千円） 評価結果

職員給与管理事業

今後の方向性
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施策評価（平成26年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：7　健全な水道事業経営と安全な水の安定供給】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

％

％

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ ↑ → → ★

平成28年度からの第三次配水管改良計画においては、江南市水道事業基本
計画に基づき、配水管路の改良に係る事業量を増大する。
地下水の有効利用については、浚渫を強化し3年毎に実施しているが、年々揚
水量が低下する傾向にあることから、浚渫に合わせ、平成23年度から実施してい
る薬品洗浄を引き続き実施していく。

92.8
(99.8%)

有収率 ＊
91.4
(H18)

93.0

80.3

(100.5%)

98.0 90.9

(92.8%)

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

地下水の許可揚水量活用率 ＊
93.8
(H18)

1,271,245 0 811 53,249

配水管改良整備率 ＊
72.1
(H18)

79.9

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

担当部・課
水道部
水道課

目指す目的・成果 水道施設が整備され、安定した水道水が供給されている

事業費

達成状況
(達成率)

施策名 水道施設の整備と水道水の安定供給

1,325,305

減価
償却費

公債費 人件費 計

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 241,263 0 811 10,982 253,056 有り → A A A 継続 ↑ ↑ ●

2 17,973 0 0 1,673 19,646 有り ↓ B A A 完了 → →

3 10,584 0 0 1,637 12,221 有り → B A A 継続 → ↑ ●

4 56,389 0 0 8,545 64,934 有り → B A A 継続 → →

5 0 0 0 558 558 有り → B A A 継続 → →

6 158,616 0 0 8,787 167,403 有り ↑ B A A 継続 ↑ ↑

7 73,287 0 0 8,421 81,708 有り → B A A 継続 → →

8 13,892 0 0 569 14,461 有り → B A A 継続 → →

9 1,814 0 0 967 2,781 有り → B A A 完了 → →

10 161,224 0 0 3,065 164,289 有り → B A A 継続 → →

11 160,209 0 0 3,840 164,049 有り → B A A 完了 → →

12 362,817 0 0 1,831 364,648 有り → B A A 継続 → →

13 13,177 0 0 2,374 15,551 有り → B A A 継続 → →

配水管布設替事業

取水、配水事業

水質管理事業

配水管等維持管理事業

配水管路図整備事業

漏水調査事業

施設維持管理事業

配水場監視制御設備更
新事業

指定給水装置工事事業
者審査事務事業

配水管布設・改良事業

簡易水道組合統合整備
事業

基幹管路更新事業

給水装置工事事業

事務事業

掲
載
事
業

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性
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